
開発進む大阪・うめきた２期区域

対 談
大阪市都市計画局うめきた整備担当部長

齊藤満さん
都市機構うめきた都市再生事務所長

島本健太さん

｜
｜
「
う
め
き
た
２
期
」
着
工
の
感

想
か
ら
。

齊
藤

事
業
が
順
調
に
進
捗
し
、
昨

年

月
に
は
南
街
区
、
今
年
２
月
に
は

北
街
区
で
民
間
開
発
が
着
工
し
ま
し

た
。
関
西
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
し
て
先
行
ま
ち
び
ら
き
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

島
本

基
盤
整
備
を
行
う
者
と
し
て

無
事
に
宅
地
引
渡
し
を
終
え
、
ホ
ッ
と

し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
線
地
下
化
や
新
駅

設
置
が
同
時
並
行
で
進
め
ら
れ
る
中

で
、
道
路
や
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
施
工
業
者
を
含
め

ほ
と
ん
ど
ス
ト
ッ
プ
す
る
こ
と
な
く
事

業
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

｜
｜
「
み
ど
り
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
融
合
拠
点
」
と
い
う
理
念
を
掲
げ
て

い
ま
す
ね
。

齊
藤

都
市
公
園
を
含
め
て
約
８
㌶

の
「
み
ど
り
」
の
空
間
を
創
出
す
る
わ

け
で
す
が
、
主
要
な
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
の

近
く
に
こ
れ
だ
け
広
い
緑
が
あ
る
の

は
、世
界
に
も
あ
ま
り
類
を
見
ま
せ
ん
。

こ
の「
み
ど
り
」は
世
界
中
か
ら
個
性
、

才
能
あ
ふ
れ
る
人
々
を
集
め
、
多
様
な

活
動
を
生
み
出
す
源
に
な
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
新
た
な
価
値
を
生

み
出
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

島
本

都
市
公
園
は
、
緊
急
時
に
は

防
災
公
園
と
し
て
の
機
能
も
果
た
し
ま

す
。
緊
急
時
に
帰
宅
困
難
者
を
ス
ム
ー

ズ
に
誘
導
で
き
る
広
場
、
断
水
時
に
も

使
用
で
き
る
ト
イ
レ
な
ど
安
心
・
安
全

の
機
能
も
確
保
し
て
い
ま
す
。
環
境
装

置
と
し
て
も
雨
水
を
溜
め
た
り
、
コ
ジ

ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
（
発
電
と

発
熱
の
同
時
供
給
）
と
の
連
携
な
ど
、

自
然
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
融
合
し
た
環

■

■

境
と
防
災
の
基
盤
づ
く
り
の
た
め
に
工

夫
を
重
ね
て
い
ま
す
。
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構

は
全
国
で

カ
所
の
防
災
公
園
を
整
備

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
半
数
が
関
西
に

あ
り
ま
す
。
関
西
は
阪
神
・
淡
路
大
震

災
を
教
訓
に
防
災
意
識
が
高
く
な
っ
て

い
る
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

｜
｜
「
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
」
な
ど
新

し
い
都
市
モ
デ
ル
の
構
想
に
つ
い
て
。

齊
藤

環
境
に
配
慮
し
た
高
効
率
シ

ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
民
間
の
柔
軟
な
発

想
に
よ
る
創
意
工
夫
を
採
り
入
れ
、
コ

ロ
ナ
後
の
新
し
い
生
活
様
式
に
も
対
応

し
た
次
世
代
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し

て
い
き
た
い
で
す
。

大
阪
府
・
市
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通

信
技
術
）
を
活
用
し
た
先
端
的
サ
ー
ビ

ス
や
大
胆
な
規
制
緩
和
に
よ
っ
て
最
先

端
の
未
来
都
市
を
実
現
す
る
「
ス
ー
パ

ー
シ
テ
ィ
」
の
指
定
に
向
け
て
検
討
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
「
う
め

き
た
２
期
」
で
は
「
実
証
を
通
じ
た
最

新
技
術
の
発
信
」
、
大
阪
・
関
西
万
博

で
「
未
来
社
会
の
実
験
」
、
万
博
後
の

夢
洲
（
大
阪
市
此
花
区
の
人
工
島
）
の

ま
ち
づ
く
り
で
「
未
来
都
市
の
実
現
｣

と
い
う

ホ
ッ
プ

ス
テ
ッ
プ
・
ジ
ャ
ン

プ
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

島
本

こ
れ
ま
で
、
区
域
内
に
ト
レ

ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
を
設
け
て
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
に
し
た
り
、
民
間
企
業
が
本

社
機
能
を
期
間
限
定
で
移
転
す
る
と
い

う
有
事
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
持
続
計
画
）

対
策
と
し
て
の
実
証
も
行
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
(
脈
拍

血

圧

体
温
な
ど
)
を
取
得
し

リ
ラ
ッ
ク

ス
し
な
が
ら
仕
事
が
で
き
る
か
ど
う
か

を
実
験
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
渦
で
リ
ラ

ッ
ク
ス
と
集
中
が
で
き
る
働
き
方
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
新
た
な
公
園

の
使
い
方
の
実
証
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
取
り
組
み
を
こ
の
公
園
や
夢
洲
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

非
接
触
型
の
遠
隔
操
作
ロ
ボ
ッ
ト
、

電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
活
用
、
Ａ
Ｉ（
人

工
知
能
）
カ
メ
ラ
に
よ
る
管
理
な
ど
の

実
証
実
験
も
行
っ
て
い
ま
す
。
「
ス
マ

ー
ト
シ
テ
ィ
」と「
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
」

を
融
合
さ
せ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

｜
｜
先
行
開
発
区
域
（
グ
ラ
ン
フ
ロ

ン
ト
大
阪
）
と
の
相
乗
効
果
は
。

齊
藤

グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
へ
の

来
場
者
は
年
間
約
５
０
０
０
万
人
を
超

え
、
大
阪
駅
か
ら
北
側
へ
新
た
な
人
の

流
れ
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
核
施
設

と
し
て
ナ
レ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
知
的

創
造
拠
点
）
が
あ
り
、
多
様
な
人
の
交

流
を
通
し
て
国
際
交
流
、
人
材
育
成
、

新
産
業
創
出
な
ど
新
た
な
知
的
価
値
の

創
造
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
「
み
ど
り
」
で
展
開
さ
れ
る
多

様
な
活
動
・
価
値
と
の
相
乗
効
果
に
よ

り
、
う
め
き
た
全
体
が
世
界
を
リ
ー
ド

す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
に
な
っ
て

ほ
し
い
で
す
ね
。

島
本

公
園
の
中
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
施
設
を
点
在
さ
せ
、
先
行
開
発
区
域

に
は
な
い
、
外
部
と
つ
な
が
る
舞
台
と

し
て
期
待
し
て
い
ま
す
。
グ
ラ
ン
フ
ロ

ン
ト
大
阪
の
誕
生
で
は
人
の
流
れ
だ
け

で
な
く
、
地
価
に
も
影
響
を
与
え
ま
し

■

■

た
。
大
阪
駅
は
南
北
の
ま
ち
が
両
立
し
、

今
後
は
鉄
道
地
下
化
と
う
め
き
た
２
期

の
誕
生
で
、
東
西
方
向
へ
の
大
き
な
流

れ
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。齊

藤

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
に
は
知
識
、

技
術
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
民

間
開
発
を
誘
導
し
、
道
路
や
公
園
な
ど

の
基
盤
整
備
と
一
体
的
か
つ
円
滑
に
事

業
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
ま

た
、
持
続
的
に
発
展
し
続
け
る
ま
ち
に

な
る
よ
う
、
新
た
な
技
術
を
導
入
し
た

管
理
運
営
方
法
の
支
援
や
周
辺
区
域
と

と
も
に
地
域
全
体
の
価
値
向
上
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
も
担
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

｜
｜
関
西
を
大
き
く
飛
躍
さ
せ
る
拠

点
に
な
り
そ
う
で
す
ね
。

島
本

先
行
開
発
区
域
が
完
成
し
た

時
は
テ
ナ
ン
ト
が
全
部
入
居
す
る
か
心

配
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
い
ま

や
大
阪
・
関
西
万
博
の
開
催
も
見
通
さ

れ
、
本
当
に
事
業
を
進
め
て
き
て
よ
か

っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
う
め
き
た
」

の
み
な
ら
ず
、
周
辺
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

ア
ッ
プ
を
高
め
る
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

齊
藤

交
通
の
利
便
性
を
生
か
し

て
、
他
に
は
な
い
よ
う
な
大
規
模
か
つ

魅
力
的
な
「
み
ど
り
」
が
人
間
の
創
造

性
を
刺
激
す
る
環
境
を
創
出
し
、
常
に

世
界
中
か
ら
そ
の
環
境
を
求
め
て
「
人

材
」
「
技
術
」
「
資
本
」
が
集
ま
る
と

い
っ
た
、
成
長
し
続
け
る
ま
ち
に
な
っ

て
い
く
と
期
待
し
た
い
で
す
ね
。

大
阪
（
地
下
）
駅
は
現
在
、
地

下
２
階
の
ホ
ー
ム
（
２
面
４
線
）

と
地
下
１
階
コ
ン
コ
ー
ス
階
の
天

井
、
側
壁
を
構
築
中
で
す
。
地
上

部
の
「
み
ど
り
」
が
生
み
出
す
木

漏
れ
日
を
想
起
さ
せ
る
照
明
を
配

置
し
、
新
駅
か
ら
地
上
へ
の
「
み

ど
り
」
を
誘
う
動
線
を
確
保
し
ま

す
。
未
来
駅
と
し
て
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
掲
げ
、
あ
ら
ゆ
る
車
種
に
対
応

す
る
世
界
初
の
ホ
ー
ム
ド
ア
や
多

言
語
で
の
情
報
案
内
、
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
た
案
内
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

新
駅
に
は
、
関
空
特
急
「
は
る

か
」
や
和
歌
山
と
結
ぶ
特
急
「
く

ろ
し
お
」
が
停
車
し
ま
す
の
で
、

テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
」
（
Ｕ

Ｓ
Ｊ
）
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
だ
け

で
な
く
、
大
阪
環
状
線
全
体
の
輸

送
体
系
に
つ
い
て
選
択
の
幅
が
広

が
り
ま
す
。

ま
た
、
新
駅
は「
な
に
わ
筋
線
」

（

年
開
通
予
定
）
の
起
点
に
も

な
り
ま
す
。
将
来
的
に
は
難
波
駅

か
ら
南
海
、
十
三
駅
か
ら
阪
急
が

乗
り
入
れ
る
予
定
で
、
大
阪
駅
の

魅
力
が
飛
躍
的
に
向
上
し
ま
す
。

新
駅
か
ら
地
下
通
路
で
結
ば
れ

る
新
改
札
口
を
設
け
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
大
阪
駅
が
西
側
に
広
が

り
ま
す
。
新
改
札
口
周
辺
に
は
商

業
ゾ
ー
ン
を
展
開
、
回
遊
性
の
高

い
通
路
を
設
け
ま
す
。
高
架
下
開

発
や
新
駅
ビ
ル
整
備
な
ど
も
行

い
、
大
阪
駅
西
部
地
区
全
体
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

大
阪
・
関
西
万
博
を
契
機
に
国

内
外
か
ら
夢
洲
エ
リ
ア
に
訪
れ
る

人
が
増
え
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

特
に
な
に
わ
筋
線
事
業
は
コ
ロ
ナ

後
の
関
西
復
興
の
観
点
か
ら
も
重

要
で
、
南
海
な
ど
と
連
携
し
、
関

西
の
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
魅
力

を
高
め
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
新
大
阪
駅
を
新
幹
線

３
路
線
（
東
海
道
新
幹
線
、
山
陽

新
幹
線
、
北
陸
新
幹
線
）
と
リ
ニ

ア
中
央
新
幹
線
で
ハ
ブ
化
す
る

「
地
方
創
生
回
廊
中
央
駅
構
想
」

の
早
期
実
現
に
向
け
て
、
オ
ー
ル

大
阪
で
推
進
す
る
こ
と
も
最
重
要

テ
ー
マ
で
す
。

ＪＲ西日本創造本部不動産統括部拠点開発グループ担当部長 中田純平さん

より魅力ある大阪駅へ

不
動
産
、
電
鉄
、ゼ
ネ
コ
ン
、

イ
ン
フ
ラ
関
係
な
ど
９
社
の
連

合
体
と
し
て
、
各
社
の
特
徴
を

生
か
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
先
行
ま
ち
び
ら
き
に
向

け
た
過
密
な
日
程
で
す
が
、
各

社
の
熱
い
思
い
で
順
調
に
進
ん

で
い
ま
す
。

何
も
な
い
貨
物
駅
跡
地
を
先

端
的
な
ま
ち
に
す
る
の
が
目
標

だ
っ
た
先
行
開
発
地
区
に
よ
っ

て
、
大
阪
駅
か
ら
人
の
流
れ
が

北
に
広
が
り
、
明
る
く
直
線
的

な
イ
メ
ー
ジ
の
ま
ち
に
な
り
ま

し
た
。

「
２
期
」
に
よ
っ
て
緑
を
中

心
と
し
た
面
的
な
拡
が
り
を
も

た
せ
、
う
め
き
た
エ
リ
ア
の
価

値
を
さ
ら
に
深
め
、
高
め
て
い

く
こ
と
が
課
題
で
す
。

開
発
戦
略
と
し
て
は
、
国
内

外
の
先
駆
的
大
手
企
業
や
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
な
人
々
の
活
動
の

場
と
な
る
最
先
端
オ
フ
ィ
ス
の

ほ
か
、
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
合
っ
た
３
種
の
ホ
テ
ル
、

温
泉
や
プ
ー
ル
な
ど
を
備
え
た

都
市
型
ス
パ
、
多
彩
な
商
業
施

設
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。
こ
の

ま
ち
で
働
い
て
い
る
人
、
初
め

て
訪
れ
る
人
、
世
界
か
ら
ビ
ジ

ネ
ス
、
観
光
で
や
っ
て
く
る
人

な
ど
多
様
で
あ
ら
ゆ
る
世
代
が

楽
し
め
る
ま
ち
に
な
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
以
前
、大
阪
は
「
世

界
で
最
も
住
み
や
す
い
都
市
」

と
し
て
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
ラ
ン

キ
ン
グ
さ
れ
ま
し
た
。
「
住
み

や
す
さ
」
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

食
べ
も
の
、
遊
び
、
ま
ち
の
魅

力
で
も
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
大
阪

の
潜
在
力
を
再
発
見
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

ア
フ
タ
ー
・
コ
ロ
ナ
の
時
代

に
は
、
大
阪
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

↓
地
場
産
業
の
活
性
化
↓
ま
ち

の
魅
力
の
向
上
と
い
う
好
循
環

が
戻
っ
て
き
ま
す
。
ア
ジ
ア
に

も
近
く
、
「
う
め
き
た
」
に
緑

の
広
大
な
都
市
空
間
が
で
き
れ

ば
、
世
界
か
ら
人
が
集
ま
り
、

ま
す
ま
す
魅
力
が
高
ま
る
と
思

い
ま
す
。

「うめきた２期」のＪＶ（共同企業体）代表社・三菱地所関西支店長 中島哲也さん

大阪パワー掘り起こす

西日本最大のターミナル・大阪駅がある梅田エリアの北側を開発する「うめきた」プロジェクト。先行開発した複合商業施

設・グランフロント大阪に続き、２期区域で建設のつち音が響いている。ＪＲ地下駅の誕生を経て、 年には緑豊かな森とと

もに未来都市が先行まちびらきへ。 年開催の大阪・関西万博に向けて世界水準の都市空間を備えたまちづくりが進む。

齊藤満・大阪市都市計画局うめきた整備担当部長と島本健太・ＵＲ都市機構うめきた都市再生事務所長に、うめきたプロジ

ェクトをテーマに対談してもらった（聞き手は池田知隆・毎日新聞元論説委員）。また、 ２期 工事にあたる三菱地所、地下

駅整備にあたるＪＲ西日本の担当者に計画内容や思いを聞いた。

27年度に全面開業予定

うめきたプロジェクトは、Ｊ

Ｒ大阪駅北地区の梅田貨物駅跡

地約 ㌶を国際競争力の高い知

的創造都市に生まれ変わらせる

ビッグプロジェクト。

先行開発区域(約７㌶)に2013

年、グランフロント大阪を開業

した。２期区域は約 ㌶。広域

避難地としても機能する都市公

園（約4.5㌶）を中心部に据え、

南北の街区に分かれる。オフィ

ス、マンション、商業施設、公

園などを配する。地区全体で約

８㌶の緑地を確保するのが特

徴。豊かな「みどり」と一体と

なって、新しい産業を生み出す

ほか、国際集客・交流、知的人

材育成を図り、イノベーション

を創出するのが目標。地区全体

開業は 年度を予定。

開発区域の西側を縦断するＪ

Ｒ東海道線支線の地下化が進め

られ、南街区に 年春、新駅が

生まれる予定。大阪駅と改札内

で接続し、同一駅の地下ホーム

として整備される。大阪駅と関

西国際空港が直結するなど利便

性が向上する。

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢
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▶ビルに囲まれた梅田貨

物駅（2004年３月撮影）
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▲ うめきた２期 の全景イ

メージ 緑に覆われている

のが特徴的だ‖ うめきた

２期地区開発事業者 提供


